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最後に共鳴群法の基底を拡張する乙とにより重陽子における 6 クオーク状態と 2 核子状態の共存の問
戸hdにυ


























山内君は，乙の理論形式を重陽子の光分解過程に適用した。更に重陽子における 6 クオークと 2 核子
状態の配位混合について論じ， (0 s) 6配位の 6 クオーク状態の性質を明らかにした。
山内君の上記の研究は，従来の核物理の描像の適用性とその限界を より一般的なクオーク・クラス
ター模型の描像を基にして明確にし，核物理研究の基本的問題である核子 2 体系について新しい知見を
得たものであり，理学博士の学位に十分値するものであると認める D
にU? ?
